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No.75

無
料
生
活
相
談
会

一
月
十
六
日
（
水
）・
二
月
十
二
日
（
火
）

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

税
制
改
悪
と
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
に
よ
る
区
民
負
担
の
軽
減
を

第
四
回
定
例
会
（
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
開
催
）
で
の
共
産
党
の
代
表
質
問
の
主
な
質
問
と

答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す

区
民
負
担
増
の
軽
減
を

【
質
問
】
税
制
改
悪
・
住
民
税
の
フ

ラ
ッ
ト
化
・
社
会
保
障
の
切
り
捨
て

に
よ
る
負
担
増
に
苦
し
む
区
民
を
支

援
す
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
。
住
民

税
、
国
保
料
、
介
護
保
険
料
の
激

変
緩
和
措
置
の
継
続
を
。
区
民
の

く
ら
し
を
支
援
す
る
立
場
で
区
独
自

の
対
策
の
検
討
を
。

【
答
弁
】
そ
れ
ぞ
れ
の
措
置
の
根
拠

と
な
る
法
令
や
、
国
民
健
康
保
険

の
二
三
区
統
一
の
運
営
の
枠
組
み
を

遵
守
す
る
中
で
、

適
切
に
判
断
す

る
。
独
自
の
激

変
緩
和
策
に
つ

い
て
は
、
平
成

二
〇
年
度
ま
で
継
続
予
定
。

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の

軽
減
を

【
質
問
】
介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
を
継
続
す
べ
き
。
保
険
料
軽

減
の
た
め
、
一
般
財
源
を
投
入
す
る

こ
と
。
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

区
と
し
て
独
自
支
援
を
行
う
べ
き
。

非
課
税
世
帯
が
対
象
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
看
護
の
３
％
負

担
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
拡
大
す
る

こ
と
。

【
答
弁
】
引
き
続
き
、
政
令
改
正
の

動
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
給
付

費
の
推
移
を
注
意
深
く
見
極
め
て
、

適
切
に
判
断
す
る
。
将
来
に
わ
た

り
、
安
定
し
た
介
護
保
険
制
度
を

運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
区
の
一

般
財
源
の
投
入
に
よ
り
、
介
護
保

険
料
を
軽
減
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活

用
す
る
な
ど
実
態
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
適
切

に
対
応
す
る
。

負
担
の
公
平
性

な
ど
の
観
点
か

ら
適
当
で
な
い
。

｠障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜

本
的
な
見
直
し
を

【
質
問
】
応
益
負
担
の
廃
止
等
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
国
に
要
求
す
べ

党
港
区
議
団
の
よ
び
か

け
で
十
二
月
十
一
日
、

「
く
ら
し
と
営
業
、
福
祉
、

医
療
、
平
和
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
港
勤
労

福
祉
会
館
で
開
か
れ
、
八

十
二
人
が
参
加
し
ま
し

た
。(

写
真)

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
障
害
者
施
設
の

関
係
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
病
院
の
総
婦
長
、
大

規
模
開
発
に
反
対
し
て
い

る
会
、
麻
布
米
軍
ヘ
リ
基

地
撤
去
実
行
委
員
会
、
首

都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
港
分

会
、
学
校
関
係
者
、
く
ぼ

た
光
日
本
共
産
党
元
都
議

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発

言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

政
治
へ
の
告
発
、
具
体
的

な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「

地
域
を
変
え
る
に
は

住
民
の
力
と
連
帯
が
必

要
」
と
の
力
強
い
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
「
都
立
広
尾
病
院
を
都

直
営
の
ま
ま
存
続
を
」

「
区
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
区
民
は
意
見
を
だ
そ

う
」
と
の
発
言
も
。

参
加
者
か
ら
「
い
ろ
い

ろ
な
運
動
が
あ
る
が
、
問

題
の
根
っ
こ
は
一
つ
だ
と

分
か
っ
た
」「
も
っ
と
時

間
を
と
っ
て
ま
た
開
い
て

ほ
し
い
」
な
ど
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

が
、
東
京
都
広
域
連
合
議
会
で
年
平

均
一
〇
万
二
千
九
〇
〇
円
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
党
委
員
は
「
高
す
ぎ
る

保
険
料
を
も
っ
と
引
き
下
げ
る
べ

き
。
四
月
実
施
を
中
止
す
べ
き
」
と

唯
一
反
対
し
ま
し
た
が
、
他
の
議
員

の
賛
成
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
民

党
の
鈴
木
た
け
し
議
員
は
、
広
域
連

合
議
員
で
す
が
、
何
の
発
言
も
な
く

高
い
保
険
料
決
定
に
賛
成
し
て
い
ま

す
。こ

の
制
度
は
七
五
歳
以
上
の
方
か

ら
保
険
料
を
徴
収
。
年
金
が
月
一
万

五
千
円
以
上
の
方
は
天
引
き
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
七
五
歳
以
上
の
方
に

対
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
、
保
険
料

滞
納
者
の
保
険
証
の
取
り
上
げ
。
診

療
報
酬
を
「
包
括
払
い
（
定
額
制
）

に
し
、
保
険
が
き
く
医
療
の
ひ
と
月

あ
た
り
の
上
限
を
決
め
る
こ
と
を
検

討
」
す
る
等
々
、
多
く
の
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
実
施
中
止
・
撤
回
を

求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
、
制
度
の
実
施
中
止
と
と
も

に
、
七
〇
歳
か
ら
七
四
歳
の
窓
口
負

担
の
二
割
へ
の
引
き
上
げ
を
中
止
す

る
こ
と
。
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
た

め
に
も
国
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
に
対
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
た
も
の
で
す
。

党
委
員
は
、
高
い
保
険
料
な
ど
制

度
の
問
題
点
が
多
く
、
区
長
会
も
保

険
料
引
き
下
げ
を
要
望
し
て
い
る
こ

と
、
広
域
連
合
議
会
も
低
所
得
者
対

策
を
都
知
事
に
求
め
て
い
る
こ
と
、

都
議
会
の
自
民
党
、
公
明
党
、
共
産

党
が
東
京
都
に
対
し
て
保
険
料
引
き

下
げ
な
ど
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
港
区
議
会
で
も
意
見

書
を
出
す
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
公
明
党
の
達
下
委
員
、
民

主
党
の
杉
浦
委
員
は
「
ま
ず
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と

請
願
不
採
択
を
主
張
、
自
民
党
の
鈴

木
委
員
は
「
意
見
書
を
出
す
必
要
は

な
い
」
と
発
言
し
、
請
願
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

｠

党
区
議
団
は
、
問
題
点
が
多
す

ぎ
る
制
度
の
実
施
中
止
を
引
き
続
き

求
め
て
い
き
ま
す
。

き
。
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
を
、
所
得
制
限
な
し
で
３
％
に

軽
減
す
べ
き
。

【
答
弁
】
適
切
に
対
応
す
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成

制
度
の
復
活
等
に
つ
い
て

【
質
問
】
家
賃
助
成
を
復
活
す
べ
き
。

区
民
向
け
住
宅
家
賃
の
引
き
下
げ

を
。
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
神
明
は
区
立
住

宅
に
す
べ
き
。
家
賃
も
収
入
に
応
じ

て
引
き
下
げ
を
。

【
答
弁
】
制
度
の
復
活
は
、
考
え
て

い
な
い
。
公
営
住
宅
法
令
等
の
一
部

改
正
に
よ
る
収
入
基
準
等
の
見
直
し

の
状
況
を
踏
ま
え
、
区
民
向
け
住
宅

の
家
賃
等
に
つ
い
て
検
討
。
高
齢
者

世
帯
や
障
害
者
世
帯
等
に
重
点
化
し

た
減
額
を
実
施
す
る
。

75歳以上保険制度 高い保険料取りたて、
給付は制限

く
ら
し
・
平
和
で
共
産
党
が
シ
ン
ポ（真剣に聞き入る参加者）

保険料引き下げの意見書　否決　自民・公明・民主・みらい



党
区
議
団
は
、
昨
年
の
第
四
回

定
例
会
本
会
議
の
代
表
質
問
で
、
都

立
広
尾
病
院
を
都
直
営
病
院
と
し

て
存
続
さ
せ
る
よ
う
都
知
事
に
申
し

入
れ
す
る
こ
と
を
区
長
に
求
め
ま
し

た
。区

長
は
、「
都
の
今
後
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
三
日
、「
広
尾
病
院
は

都
立
の
ま
ま
で

交
流
の
集
い
」
が

開
か
れ
、
広
尾
病
院
職
員
、
患
者
、

医
療
関
係
者
や
地
域
の
住
民
、
町

会
・
自
治
会
長
な
ど
八
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
独
立
行
政
法
人
化
で
広
尾
病

院
は
ど
う
な
る
の
」
な
ど
の
報
告

が
あ
っ
た
後
、
参
加
者
か
ら
の
発

言
や
意
見
で
交
流
し
ま
し
た
。「
広

尾
病
院
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
住
ん

で
い
ら
れ
る
」
な
ど
の
発
言
が
続

き
「
都
立
で
存
続
さ
せ
る
会
準
備

会
」
を
設
立
さ
せ
る
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。
港
区
で
は
既
に

「
守
る
会
準
備
会
」
が
作
ら
れ
、
署

名
・
宣
伝
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

（ 2 ） 2 0 0 8年1月号

三
菱
・
竹
中
工
務
店
が
東
麻
布

一
丁
目
で
建
設
を
進
め
て
い
る
、
二

七
階
建
て
の
ビ
ル
建
設
現
場
で
、
鉄

筋
強
度
不
足
が
明
ら
か
に
な
り
、
施

行
主
の
竹
中
工
務
店
は
、

八
・
九
階
を
解
体
し
て
工

事
を
や
り
直
す
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
以
上
の
工
期
延

長
は
認
め
ら
れ
な
い
」「
七

階
か
ら
下
は
本
当
に
大
丈

夫
か
、
安
全
で
あ
る
と
い

う
資
料
を
住
民
に
開
示
す

る
こ
と
」「
こ
れ
で
は
安

心
し
て
住
め
な
い
」
な
ど

不
安
と
怒
り
の
発
言
で
説

明
会
は
紛
糾
し
ま
し
た
。

す
で
に
計
画
説
明
会
か

ら
三
年
が
経
過
。
こ
の

間
、
騒
音
、
振
動
、
事

故
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
等
々
で
住

民
の
被
害
は
深
刻
で
す
。
体
調
を

壊
す
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
水

漏
れ
、
ド
ア
の
開
閉
が
出
来
な
い

等
の
被
害
も
続
出
、
近
隣
住
民
の

我
慢
も
限
界
で
す
。

そ
も
そ
も
わ
ず
か
四
〇
〇
坪
の
敷

地
、
南
側
三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
は
木
造
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
と
い
う

地
域
に
二
七
階
の
超
高
層
自
体
に

無
理
が
あ
り
ま
す
。
熊
田
区
議
は

当
初
か
ら
住
民
と
一
緒
に
運
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

計
画
変
更
を
含
め
、
住
環
境
を
守

る
た
め
に
住
民
の
み
な
さ
ん
と
運
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

熊
田
区
議
は
「
港
区
原
爆
被
爆

者
の
会
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
、「
原

爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
改
善
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情

書
」
に
応
え
て
意
見
書
提
出
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
二
十
三

区
で
は
八
区
（
十
二
月
一
日
現
在
）

で
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
七
日
の
委
員
会
で
、
共

産
党
は
一
日
も
早
い
意
見
書
の
提

出
を
求
め
ま
し
た
。
自
民
党
は
「
推

移
を
見
守
る
の
で
意
見
書
を
ま
と

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、
フ
ォ
ー

ラ
ム
民
主
は
「
今
回
は
ま
と
ま
ら

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」、
公

明
党
は
「
推
移
を
見
極
め
た
い
の

で
意
見
書
は
出
さ
な
い
」
と
見
送

り
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
四
日
に
は
、
厚
生
労
働

省
前
に
五
〇
〇
人
の
被
爆
者
と
支

援
者
が
十
五
万
羽
の
折
り
鶴
を
手

に
「
被
爆
の
実
態
を
直
視
し
た
抜

本
的
改
善
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、「
国
は
原
爆
症
認

定
裁
判
の
控
訴
を
取
り
下
げ
よ
」

「
認
定
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
を
」

求
め
世
論
と
運
動
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
き
ま
す
。

障
害
手
帳
の
な
い
高
齢

者
（
六
五
歳
以
上
）
の
方

で
障
害
者
に
準
ず
る
と
区
が

認
め
た
場
合
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
発

行
を
受
け
る
こ
と
で
、
所

得
税
や
住
民
税
の
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
十
一

月
七
日
の
委
員
会
で
、
区

は
障
害
の
起
因
年
月
に
よ
っ

て
は
、
遡
及
し
て
（
五
年

以
内
）
認
定
を
行
う
」
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
党
区
議
団

は
、
障
害
手
帳
の
な
い
高

齢
者
の
方
で
障
害
者
に
準

ず
る
方
に
「
障
害
者
控
除

対
象
認
定
書
」
を
発
行
す

る
よ
う
提
案
し
実
施
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

党
区
議
団
が
要
介
護
状

態
に
な
っ
た
時
点
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
認
定
す
る
よ
う
求
め

て
き
た
こ
と
が
実
っ
た
も
の

で
す
。

本
会
議
で
、
ガ
ン
手
術
後
の

リ
ン
パ
浮
腫
の
治
療
用
装
具
・

弾
性
ス
リ
ー
ブ
を
療
養
費
の
対

象
に
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
医
師
の
意
見
書
等

を
踏
ま
え
、
個
別
具
体
的
に
判

断
し
、
療
養
費
支
給
の
対
象
や

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
周
知
に

向
け
国
保
だ
よ
り
等
で
Ｐ
Ｒ
を

検
討
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ガ
ン
手
術
後
に
腕
や
足
の
む

く
み
、
炎
症
を
防
ぐ
た
め
に
、

そ
の
治
療
と
し
て
弾
性
ス
リ
ー

ブ
を
着
用
し
ま
す
。
耐
用
期
間

は
四
ヵ
月
か
ら
一
年
、
一
本
の

値
段
は
約
八
千
円
か
ら
一
万
数

千
円
で
す
。

弾
性
ス
リ
ー
ブ
を
療
養
費
支

給
の
対
象
に
す
る
と
同
時
に
、

広
く
そ
の
内
容
を
周
知
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

｠
十
二
月
七
日
の
本
会
議
で
、

「
リ
ン
パ
浮
腫
治
療
の
保
険
適

用
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
及
び
特

別
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
を

遡
及

原
爆
症
認
定
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

共
産
党
以
外
は
提
出
を
拒
否

都
立
広
尾
病
院
は
都
直
営
の
ま

ま
で
存
続
を

鉄
筋
強
度
不
足
が
発
覚

三
菱
・
竹
中
の
超
高
層
ビ
ル
八
・
九
階
を
解
体
・
や
り
直
し

弾
性
ス
リ
ー
ブ
の
療
養
費
支
給
に
つ
い
て

は
個
別
に
判
断

鉄筋偽装の現場を解体

「広尾病院は都立のままで」と署名・宣伝行動


